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雲南市清流再生計画

殊
の
ほ
か
暑
い
夏

で
す
。
今
年
は
、
雲

南
市
も
７
月
〜
９
月

の
間
、
仕
事
は
軽
装

で
と
な
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て

国
の
機
関
で
も
取
り

組
ま
れ
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
が
流
行
語
と
な
っ
て

い
ま
す
。

半
袖
に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
は
た
し
か
に
涼
し

く
、
こ
の
時
期
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
と
思
え

ま
す
。
省
庁
主
催
の
事
業
に
参
加
す
る
際
、

大
臣
も
軽
装
で
出
席
す
る
の
で
、
参
加
者
も

そ
の
よ
う
に
と
の
国
か
ら
の
通
知
文
も
届
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
か
ら
上
京
す
れ
ば
、
民
あ

り
官
あ
り
と
い
ろ
い
ろ
な
先
を
訪
問
し
ま
す
。

と
な
れ
ば
軽
装
で
は
失
礼
と
思
わ
れ
る
先
も

あ
る
こ
と
か
ら
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
で
の
上
京

ス
タ
イ
ル
と
な
り
が
ち
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
省
庁
主
催
の
会
議
場
ま
で
は

地
方
か
ら
の
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
背
広
、
ネ
ク

タ
イ
姿
。
そ
れ
が
会
場
に
着
く
と
皆
さ
ん
一
斉

に
背
広
を
脱
ぎ
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
姿
に
。

会
場
に
着
い
て
や
れ
や
れ
と
の
思
い
で
の

軽
装
と
思
う
の
で
す
が
、
通
知
文
効
果
の
方

が
大
き
い
と
思
え
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
一
色
の
光

景
は
、
か
な
り
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
創
る
の
が
地
方
分

権
。
服
装
の
選
択
は
、
そ
の
序
の
口
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

（
雲
南
市
長

速
水
雄
一
）
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地域再生計画とは、地域が創意工夫を凝らし、資源や特性を活かした自主的な取り組みにより、地域経済
の活性化や地域における雇用機会の創出などの地域再生に取り組む計画です。
またこの計画は、法規制の緩和を進める構造改革特区に続き、補助金制度の改革をめざすとされ、国から

の認定により、積極的な支援を受けることができます。

８
月
12
日
、
島
根
県
庁
で
、
島
根
大
学
と
雲
南
市
と
の
包
括

的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
雲
南
市
で
は
、
島
根
大
学
と
協
力
し
、
市
民
生
活

相
談
（
無
料
法
律
相
談
所
）
の
実
施
や
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
共
催
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
医
療
・
福
祉
、
環
境
問

題
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
島
根
大
学
と
相
互
協
力
し
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
大
学
側
・
市
側
か
ら
関
係
者
20
人
が
出
席
し
、

本
田
雄
一
学
長
と
速
水
市
長
が
協
定
書
に
署
名
・
押
印
し
ま
し

た
。ま

た
、
７
月
20
日
に
は
、
雲
南
市
教
育
委
員
会
と
島
根
大
学

教
育
学
部
と
の
間
で
も
、
連
携
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
が
交

わ
さ
れ
て
お
り
、
教
育
問
題
や
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
、

連
携
・
協
働
し
て
研
究
、
交
流
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

9月11日（日）は衆議院議員総選挙（小選挙区・比例代表）
最高裁判所裁判官国民審査の投票日です

雲南市の選挙人名簿に登録されている方で、最近市外へ転出された方や8月23日以降に市内転居をされた方は、
旧住所地の投票所で投票することとなります。
入場券は、郵送により個別に送付しますので、入場券を持参のうえ投票に行きましょう。
ご不明な点は、雲南市選挙管理委員会（ 0854－45－0141）または各総合センター総合調整課までお問
い合わせください。

雲南市は、市内のお住まいの区域により小選挙区が異なりますのでお間違いのないようご注意ください。

現代社会では、過疎・高齢化をはじ
め地域医療、環境問題、振り込め詐欺
などの消費者問題、少子化対策など幅
広い分野において問題を抱えています。
これらの問題は、年々複雑多様化し

ており、専門の知識を有する団体と密
接な連携・協力による問題解決が必要
となってきています。
そこで、総合教育・研究機関である

島根大学との間において、包括的協定
を締結し、市民が健やかに安心して暮
らせるまちづくりをめざします。

雲南市清流再
生計画は、市内
の汚水処理施設
整備を促進し、
河川の清流を再
生することで、
子どもたちが自
然や生命に触れ
ることのできる
美しい川づくりを行うものです。
この計画に基づく国の支援として汚水処理施設整備

交付金があり、同交付金を活用することで、市で行っ
ている公共下水道事業、農業集落排水事業、合併浄化
槽事業について、年度間の事業量の変更や他の類似事
業への充当が可能となり、一体的かつ効率的に事業を
実施できます。
環境問題への関心が年々高まる中、市では下水道普及
率の向上を図り、河川浄化等による本市のもつ地域資源
の利活用、魅力の向上により、交流人口の拡大を図り、
地域経済の活性化につなげます。

交流人口の拡大と地域経済の活性化をめざして

雲南市の地域再生計画が国の認定を受けました

雲南市ふるさと通貨交流計画

雲南市ふるさと通貨交流計画は、住基カード及び携
帯電話を使った地域通貨システムを展開することで、
市内生産及び消費の拡大により地域経済の活性化と都
市住民等の交流人口の拡大を図るものです。
具体的には、都市圏域からインターネットを利用し

た特産品の購入やアンケート調査の回答、本市のＰＲ
活動及び市内の公共施設を利用した場合等にポイント
を取得でき、貯まればそのポイントを利用して、特産
品との交換や各種施設を割引利用することができるよ
うになります。
また、住基カードの普及により、行政手続きオンラ

イン化の推進にも活用します。

地域再生計画とは

包 協 定 の
必 要 性
括

島
根
大
学 

雲
南
市 

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印 

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印 

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印 

小 選 挙 区

島根県第1区

島根県第2区

区　　　　　　　域

大東町、加茂町、木次町の区域（旧大原郡の区域）

三刀屋町、吉田町、掛合町の区域（旧飯石郡の区域）
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８
月
７
日
、
第
49
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会

が
邑
南
町
の
瑞
穂
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
部
に
13
チ

ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
23
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

雲
南
市
消
防
団
か
ら
は
、
こ
の
大
会
へ
大
東

方
面
隊
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
・
加
茂
方
面
隊
・

木
次
方
面
隊
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
の
３
チ
ー

ム
が
出
場
。
各
出
場
隊
は
、
猛
暑
の
中
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
の
成
績
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
加
茂

方
面
隊
が
195
点
（
200
点
満
点
中
）
で
３
位
、
木

次
方
面
隊
が
192
点
で
５
位
、
ポ
ン
プ
車
の
部
・

大
東
方
面
隊
が
182
点
で
５
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。ま

た
、
３
週
間
前
の
７
月
17
日
に
は
、
斐
伊

川
河
川
敷
に
お
い
て
第
30
回
管
内
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
三
刀
屋

方
面
隊
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
大
東
方
面
隊
が

そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。

出
場
隊
の
団
員
は
、
こ
れ
ら
の
大
会
に
向
け
、

春
先
か
ら
連
日
連
夜
練
習
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

各
地
区
で
地
域
自
主
組
織
の
設
立
へ
向
け
た
議
論
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
手
探
り
状
態
で
先
行
き
が

見
え
に
く
い
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
は
、
地
域
自
主
組
織
で
は
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
す
れ

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

地
区
に
は
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
男
性
、
女
性
な
ど

様
々
な
立
場
の
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
が
参
加

で
き
る
機
会
を
多
く
つ
く
れ
ば
、
活
動
に
も
深
み
が
出
て

楽
し
く
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
住
民
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
を
把
握
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
さ
ら
に
、
地
区
内
の

良
い
と
こ
ろ
や
課
題
を
多
く
の
年
齢
層
の
目
で
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

住
民
の
声
を
聞
く
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

を
挙
げ
て
み
ま
す
の
で
、
地
区
の
方
法
に
合
っ
た
形
で
実

施
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
と
し
た
全
員
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施

②
世
代
別
意
見
交
換
会
の
開
催
（
20
歳
代
以
下
、
30
〜
40

歳
代
、
50
〜
60
歳
代
、
70
歳
代
以
上
、
な
ど
）

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
地
区
の
地
図
を
見
な
が

ら
の
意
見
交
換
、
み
ん
な
で
地
区
内
を
歩
い
て
点
検
、

な
ど
）

「
ウ
チ
の
地
区
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
か
ら
物
事

が
進
ま
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
リ
ー
ダ

ー
の
存
在
は
確
か
に
大
き
い
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
一
人
の

様
々
な
世
代
が
関
わ
る
機
会
を
つ
く
る

1
「
地
域
自
主
組
織
」
の

検
討
の
進
め
方

〜
多
く
の
住
民
が
参
画
で
き
る
よ
う
に
〜

シ
リ
ー
ズ
「
地
域
自
主
組
織
」
を
考
え
る
②

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
研
究
グ
ル
ー
プ

笠

松

浩

樹

頑
張
り
に
よ
っ
て
「
地
域
自
主
組
織
」
が
動
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
区
に
は
様
々
な
人
が
存
在
し
ま
す
。
話
を
ま
と
め

る
こ
と
が
得
意
な
人
、
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
雰
囲
気
が

な
ご
む
人
、
事
務
作
業
を
こ
な
せ
る
人
、
大
き
な
夢
を
語

っ
て
み
ん
な
を
盛
り
上
げ
る
人
、
職
人
さ
ん
、
資
格
や
専

門
分
野
の
知
識
を
持
っ
た
人
な
ど
、
み
ん
な
は
何
ら
か

の
得
意
技
を
持
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

住
民
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
技
を
活
か

す
活
動
や
役
割
を

考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、

住
民
一
人
ひ
と
り

が
そ
の
道
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
組
織
づ
く

り
や
活
動
を
通
し

て
リ
ー
ダ
ー
が
育

ち
ま
す
。

地
域
自
主
組
織
の
理
念
、目
標
、組
織
の
構
成
な
ど
は
、

こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過
程
を
地
区
内
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

情
報
発
信
を
行
う
時
、
地
区
外
部
へ
の
働
き
か
け
を

考
え
が
ち
で
す
が
、
最
初
の
段
階
で
は
地
区
内
部
へ
の

情
報
の
流
通
の
方
が
何
倍
も
重
要
に
な
り
ま
す
。「
あ
れ

（
地
域
自
主
組
織
）
は
あ
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い
る
か
ら
」

と
い
う
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

常
会
な
ど
で
地
域
自
主
組
織
の
経
過
説
明
を
行
う
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
以
外
の
方
に
も
的
確
に
情

報
を
届
け
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
地
区
内
部
向
け
の
情
報
誌
を
発
行
す
る

こ
と
が
有
効
で
す
。
固
い
話
だ
け
で
は
な
く
、
地
区
の

良
い
と
こ
ろ
の
紹
介
を
盛
り
込
ん
だ
り
、
子
ど
も
に
も

読
み
や
す
い
表
現
を
考
え
た
り
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

消消消消

防防防防

のののの
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第49回 島根県消防操法大会

出場選手のみなさん

第4949回　島根県消防操法大会結果回　島根県消防操法大会結果 第49回　島根県消防操法大会結果 
5位までが入賞 

ポンプ車の部 

小型ポンプの部 
順位 
1 
2 
3 
4 
5

得点 
197 
196 
195 
194 
192

　市町村名 
出雲市・出雲 
奥出雲町 
雲南市・加茂 
大田市 
雲南市・木次 

順位 
1 
2 
3 
4 
5

得点 
197 
193 
189 
183 
182 
 

　市町村名 
邑南町 
益田市 
日原町 
松江市・玉湯 
雲南市・大東 

加茂方面隊加茂西分団（小型ポンプの部）第3位入賞

大東方面隊自動車分団（ポンプ車の部）第5位入賞

（敬称略）

指揮者　　　勝
かつ

部
べ

渉
わたる

１番員　　　永
なが

井
い

正
まさ

巳
み

２番員　　　日野
ひ　の

毅
たけし

３番員　　　舟越
ふなこし

隆博
たかひろ

吸管補助員　常松
つねまつ

征
せい

二
じ

指揮者　　　白
しら

根
ね

達
たつ

也
や

１番員　　　小
こ

山
やま

朋
とも

２番員　　　狩
かり

野
の

幸徳
ゆきのり

３番員　　　森山
もりやま

真
しん

也
や

４番員　　　青
あお

木
き

俊之
としゆき

吸管補助員　内
うち

田
だ

健
たけ

志
し

指揮者　　　多根
た　ね

英志
ひでゆき

１番員　　　佐
さ

藤
とう

光祥
みつよし

２番員　　　勝平
かつひら

誠
まこと

３番員　　　高橋
たかはし

勇
いさむ

吸管補助員　村松
むらまつ

優
ゆう

木次方面隊斐伊分団（小型ポンプの部）第5位入賞

活
動
が
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

2

地
区
内
の
情
報
流
通
を
進
め
る

3
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雲
南
市
議
会
議
場
を
会
場
に
７

月
12
日
、
平
成
17
年
度
の
木
次
線

強
化
促
進
協
議
会
と
ト
ロ
ッ
コ
列

車
活
用
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会
は
、

８
月
14
日
、
雲
南
市
と

な
っ
て
は
じ
め
て
の
成
人

式
が
、
三
刀
屋
文
化
体
育

館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
597
名
の
う
ち
440
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
速
水
市
長

が
「
情
熱
・
発
想
力
・
行

動
力
で
、
未
来
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
自
信
に
あ
ふ
れ
た
若

者
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
を
代

表
し
て
岡
田
有
未
さ
ん
が
「
今
日

か
ら
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

た
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
広
い
視

野
と
謙
虚
な
気
持
ち
を
も
っ
て
、

自
分
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

式
典
が
終
わ
る
と
、
地
元
の
野

菜
を
利
用
し
た
学
校
給
食
の
試
食

会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
、
小
学
生

や
中
学
生
の
頃
、
食
べ
て
育
っ
た
、

懐
か
し
い
給
食
を
味
わ
い
な
が
ら

思
い
出
話
を
す
る
新
成
人
た
ち
の

に
ぎ
や
か
な
声
が
あ
ち
こ
ち
で
響

い
て
い
ま
し
た
。

平
成
平
成
1717
年
度
　
雲
南
市
成
人
式

年
度
　
雲
南
市
成
人
式 

平
成
平
成
17
年
度
　
雲
南
市
成
人
式

年
度
　
雲
南
市
成
人
式 
平
成
17
年
度
　
雲
南
市
成
人
式 

若
人
集

若
人
集
う
　
新
成
人

　
新
成
人
の
誓
い
新
た
に 

若
人
集
う
　
新
成
人
の
誓
い
新
た
に 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
初
開
催

懇
談
会
初
開
催 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
初
開
催

懇
談
会
初
開
催 

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
初
開
催 

昭
和
54
年
に
木
次
線
の
存
続
と
利

用
促
進
の
た
め
設
立
さ
れ
、
沿
線

市
町
（
奥
出
雲
町
・
飯
南
町
・
雲

南
市
の
ほ
か
、
松
江
市
、
広
島
県

庄
原
市
の
５
市
町
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
出
雲
町
と

雲
南
市
で
組
織
さ

れ
る
ト
ロ
ッ
コ
列

車
活
用
協
議
会
は
、

平
成
10
年
か
ら
木

次
線
を
走
る
ト
ロ

ッ
コ
列
車
を
活
用

し
た
沿
線
地
域
の

観
光
振
興
や
交
流

人
口
の
拡
大
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
15
年

度
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
自

治
体
や
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
関
係
者
30
人

が
出
席
し
、
ト
ロ

ッ
コ
列
車
「
奥
出

雲
お
ろ
ち
号
」
の

運
行
経
費
の
負
担

や
遠
足
へ
の
利
用

助
成
な
ど
継
続
事
業
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
た
ほ
か
、
雲
南
地
域
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
と

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
で
結
ぶ
ツ
ア
ー

な
ど
も
新
た
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会
・
ト
ロ
ッ
コ
列
車
活
用
協
議
会
　
総
会

列
車
活
用
協
議
会
　
総
会 

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会
・
ト
ロ
ッ
コ
列
車
活
用
協
議
会
　
総
会

列
車
活
用
協
議
会
　
総
会 

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会
・
ト
ロ
ッ
コ
列
車
活
用
協
議
会
　
総
会 

今
年
今
年
も
快
走
　
木
次
線

快
走
　
木
次
線
ト
ロ
ッ
コ
列
車
　
奥
出
雲

列
車
　
奥
出
雲
お
ろ
ち
号 

今
年
も
快
走
　
木
次
線
ト
ロ
ッ
コ
列
車
　
奥
出
雲
お
ろ
ち
号 

木
次
線
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
集
客
力
を
活
か

し
た
観
光
路
線
と
し
て
、
ま
た
、
長
い
歴
史
あ

る
ふ
る
さ
と
の
ロ
ー
カ
ル
路
線
と
し
て
、
さ
ら

な
る
利
用
促
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

く
さ
ん
交
流
し
て
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

団
員
ら
は
、８
月
９
日
か
ら
20
日

ま
で
の
期
間
中
、リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、異

文
化
の
理
解
、
英
語
の
表
現
力
と
理

解
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
雲
南
市
青
少
年
海
外

視
察
等
派
遣
事
業
と
し
て
、ア
メ
リ

カ
・
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
12
日
間
の

日
程
で
滞
在
す
る
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
、７
人
の
中
学
生
・

高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市

が
旧
大
東
町
と
姉

妹
都
市
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、雲
南

市
で
も
引
き
続
き

実
施
し
た
も
の

で
、
派
遣
団
員
は
、

市
内
の
中
学
校
・

高
校
か
ら
公
募
に

よ
り
選
ば
れ
ま
し

た
。８

月
５
日
の
壮

行
式
で
は
、団
員

を
代
表
し
て
三
刀

屋
高
校
２
年
の
藤

原
由
香
子
さ
ん
が

「
小
さ
い
頃
か
ら

外
国
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
を
活
か
し
、

大
い
に
学
び
、た

国
際
感
覚
豊

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成

人
材
育
成 

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成 

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
事
業 

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
事
業 

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業 

にぎやかな雰囲気の中、学校給食の試食もありました

新成人誓いのことばを述べる岡田有未さん

平成17年度　リッチモンドサマースクール派遣団員（敬称略）

写真上段左から、周藤愛（大東高校1年）池田遥（三刀屋中学校3年）木村紘子（大東中学校3年）
藤原由香子（三刀屋高校2年）

写真下段左から、鳥谷碧（大東中学校3年）川島久哉（大東中学校3年）坪内隼（加茂中学校2年）

雲
南
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の

恵
み
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
と
語
り
合
う

場
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

７
月
24
日
、
今
年
度
初
開
催

と
な
る
懇
談
会
が
、
掛
合
町
波

多
に
あ
る
満
壽
の
湯
を
会
場
に
、

波
多
温
泉
運
営
委
員
会
（
小
滝

敏
広
会
長
）
の
主
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
３
年
を
迎
え
た
波
多
温
泉
の

経
過
報
告
に
続
き
、「
温
泉
施
設

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
ど

う
す
る
の
か
」「
温
泉
客
を
い
か

に
し
て
満
足
さ
せ
る
か
」
な
ど

の
議
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
懇
談
を
希
望

さ
れ
る
団
体
は
各
総
合
セ
ン
タ

ー
自
治
振
興
課
ま
た
は
、
政
策

企
画
部
情
報
政
策
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



雲南市では

町
村
合
併
に
伴

う
「
雲
南
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議

会
」
の
設
立
総
会

が
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

行
政
関
係
者
や
旧

6
町
村
の
推
進
員

な
ど
約
120
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推

進
員
は
「
私
た
ち

の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、

自
分
の
、
家
族
の
、
地
域
の
、
食
生
活
改
善

を
め
ざ
し
て
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、

新
し
い
協
議
会
は
、
322
名
の
推
進
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

設
立
総
会
で
は
、
島
根
県
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
光
永
栄
子
会
長
な
ど
多
く
の
来

賓
を
迎
え
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、「
食
生
活
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
輪
を
市
全
体
に
広
げ

よ
う
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
島
根
県
立
女
子
短
期
大
学

名
誉
教
授
藤
岡
大
拙
先
生
を
講
師
に
迎
え

「
楽
し
い
出
雲
弁
」
と
題
し
た
記
念
講
演
も
あ

り
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も
各
支
部
に
お
い

て
様
々
な
学
習
会
や
交
流
会
な
ど
の
活
動
を

行
う
予
定
で
す
。

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
「
雲
南
市
精
神
障

害
者
家
族
会
」
設
立
総
会
が
、
社
団
法
人
島

根
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
辻
豊
会
長
や

行
政
関
係
者
、
家
族
会
会
員
な
ど
約
80
名
が

出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
設
立
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
ま

と
め
役
を
担
っ
て
き
た
設
立
準
備
委
員
会
代

表
の
青
山
友
行
さ
ん
（
木
次
町
家
族
会
）
か

ら
「
合
併
前
の
雲
南
市
に
は
5
つ
の
家
族
会

組
織
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
合
併
を
機
に
統
合
し
て
組
織
の
強

化
を
図
り
、
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
会
議
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
次
の

活
動
目
標
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す 
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す 
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す 

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る 

　
　
　
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
　
　
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る 

　
　
　
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

こ
れ
ま
で
体
育
館
や
公
園
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
「
公
の
施
設
（
※
1
）」
は
、
そ
の
公
共
性
か
ら

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
管
理
す
る
主
体
は
市
か
公
共
的
団
体
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
9
月
に
地
方
自
治
法
が
改
正
に
な
り
、
民
間
団
体
で
も
「
公
の
施
設
」
の
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
（
※
2
）
は
、
民
間
の
能
力
の
活

用
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
縮
減
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
概
要

「
公
の
施
設
」
と
は
、
福
祉
増
進
を
目

的
と
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
市
が
設
置
し
た
施
設
の

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
体
育
館
、
公
園
、

集
会
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
な
ど
で
す
。

管 理  

運 営  

主 体  

権限と

業務の

範 囲  

条例で
規定す
る内容  

契 約  

●公共団体、公共的団体、
市の出資法人等に限定

●施設の設置者である市と
の契約に基づき、具体的
な管理の事務又は業務
の執行を行う。
●施設の管理権限、責任
は設置者である市が担い、
施設の使用許可権限は
委託できない。

●管理委託させること

●委託契約

従来の管理委託制度 

●民間の事業者、ＮＰＯ法人、自治会、ボ
ランティア団体なども含めてよりふさわ
しい施設の管理者を決めていきます。（個
人不可） 

●施設の管理に関する権限を包括的に
指定管理者に委任する。施設の使用
許可も行うことができる。 
●市は、直接管理権限の行使はしないが、
設置者としての責任を果たす立場から
必要に応じ指示を行う。指定管理者が
指示に従わないときは、指定の取り消し、
管理業務の停止を命ずることができる。 

●指定管理者の指定の手続き、指定管
理者が行う管理の基準、業務の範囲そ
の他必要な事項 

●協定 
●指定管理者の指定（＝行政処分）は、
地方自治法上の契約に該当しないため、
同法に規定する入札の対象とならない。 

指定管理者制度 
こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
従
来
「
管
理
委
託
」
制
度
で
公
共
的
団
体
が
管
理
し
て
き

た
施
設
は
、
遅
く
と
も
平
成
18
年
9
月
1
日
ま
で
に
、
指
定
管
理
者
制
度
に
す
る
か
、

直
営
の
管
理
に
す
る
か
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
従
来

の
「
管
理
委
託
」
制
度
は
無
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
、「
公
の
施
設
」
に
つ
い
て
現
況
調
査
を
行
い
、
設
置
目
的
、
運
営
主
体
・

方
法
、
利
用
状
況
な
ど
の
点
検
・
評
価
に
よ
り
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
運
用
指
針
を
定
め
、
市
と
し
て
統
一

的
な
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
公
の
施
設
」
と
は
？

（
※
1
）

市
が
設
置
し
て
い
る
「
公
の
施
設
」
の

管
理
は
、
こ
れ
ま
で
は
公
共
的
な
団
体
に

し
か
管
理
委
託
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
民
間
企
業
を
は

じ
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地

域
の
自
治
会
な
ど
が
、
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
管
理
者
と
し
て
「
公
の
施
設
」
の

管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
管
理
を
委
託

す
る
の
で
は
な
く
、
指
定
管
理
者
が
市
に

代
わ
っ
て
管
理
を
行
う
（
代
行
す
る
）
と

い
う
形
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
は
市
以
外
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
「
使
用
の
許
可
」
と
い
う
行
政
処
分
に

つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者
に
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
と

（
※
2
）

7

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会
設
立

7月8日

7月22日
雲
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会
が
そ
れ
ぞ

れ
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

設
立
総
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

【 大 東 支 部 】

【 加 茂 支 部 】

【 木 次 支 部 】

【三刀屋支部】

【 掛合・吉田支部】

ほたるの会（大東町大東1038）
0854‐43‐6142

はなみずきの会（加茂町宇治328）
0854‐49‐8612

さくらんぼ会（木次町新市3）
0854‐40‐1083

三和会（三刀屋町三刀屋1212－3）
0854‐45‐9501

まつばの会（掛合町掛合1310）
0854‐62‐0727

○
家
族
会
員
同
士
の
交
流
と
組
織
の
強
化

を
め
ざ
す

○
当
事
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め

の
活
動
を
行
う

○
地
域
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
う

○
新
規
加
入
会
員
増
に
つ
な
が
る
活
動
を

行
う

☆家族会のお申し込み・お問い合わせ（事務局）☆
お気軽に
ご相談
ください

雲
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
設
立

従来の管理委託制度と指定管理者制度の相違点



三
刀
屋
川
河
川
敷
で
、
送
り
盆
の
行
事
「
み

と
や
灯
ろ
う
流
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
灯
ろ
う
流
し
は
、
昭
和
62
年
か
ら
「
み

と
や
灯
ろ
う
流
し
の
会
」（
陶
山
佳
正
会
長
）

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

辺
り
が
暗
く
な
り
始
め
た
午
後
７
時
ご
ろ
、

読
経
が
こ
だ
ま
す
中
、
先
祖
供
養
、
家
内
安
全

な
ど
と
書
か
れ
た
灯
ろ
う
約
300
個
が
、
ひ
と
つ

ま
た
ひ
と
つ
と
河
岸
か
ら
流
さ
れ
ま
し
た
。

灯
ろ
う
の
灯
火
が
三
刀
屋
川
の
水
面
を
幻
想

的
に
照
ら
す
と
、
河
岸
で
は
多
く
の
人
が
流
れ

ゆ
く
灯
ろ
う

に
そ
っ
と
手

を
合
わ
せ
、

先
祖
の
霊
を

送
っ
て
い
ま

し
た
。

今
年
度
か
ら
吉
田
町

で
は
、
親
子
同
士
が
ふ

れ
あ
う
交
流
の
場
を
提

供
す
る
た
め
「
赤
ち
ゃ

ん
く
ら
ぶ
♪
」
を
は
じ

め
ま
し
た
。

対
象
年
齢
は
０
歳
か

ら
１
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
で
、

奇
数
月
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。

７
月
は
「
お
い
し
く
離
乳
食
ク
ッ
キ
ン
グ
♪
」
と
い
う

こ
と
で
離
乳
食
づ
く
り
を
し
、
10
組
の
親
子
が
参
加
。
お

母
さ
ん
た
ち
は
、
栄
養
士
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
離
乳

食
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

離
乳
食
を
作
っ
た
後
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
お
子
さ
ん

に
離
乳
食
を
食
べ
さ
せ
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ

り
な
ど
し
、
に
ぎ
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
親
同
士
で
育

児
の
悩
み
等
を
相
談

で
き
て
良
か
っ
た
」、

「
同
世
代
の
お
母
さ
ん

と
お
話
し
で
き
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

掛
合
小
学
校
内
の

掛
合
相
撲
道
場
で
、

町
内
小
学
校
の
５
・

６
年
生
を
対
象
に
し

た
相
撲
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
指
導

に
は
、
島
根
県
相
撲

連
盟
の
高
橋
司
さ
ん

が
あ
た
り
、
白
や
赤

色
の
ま
わ
し
を
締
め

た
児
童
た
ち
は
、
準

備
運
動
を
終
え
た
後
、
相
撲
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
蹲
踞

そ
ん
き
ょ

（
つ

ま
先
立
ち
で
膝
を
開
き
、
腰
を
下
ろ
す
）
や
し
こ
踏
み
の
練

習
、
ぶ
つ
か
り
稽
古
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

掛
合
町
で
は
、
毎
年
こ
の
講
習
会
を
開
い
て
お
り
、
９
月

９
日
に
開
催
さ
れ
る
掛
合
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
や
各
地
域
で

の
奉
納
相
撲
に
向
け
練
習
を
重
ね
ま
す
。

大
東
町
の
か
み
く
の
桃

源
郷
で
、
夏
の
思
い
出
づ

く
り
に
と
「
や
ま
め
祭
り
」

が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
地
元
の

有
志
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
こ
の
日
は
、
お
盆
で

帰
省
し
て
い
る
人
や
県
内

外
か
ら
の
親
子
連
れ
な
ど
大
勢
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
放
流
さ
れ
た
千
匹
の
ヤ

マ
メ
の
つ
か
み
取
り
に
挑
戦
し
、
上
か
ら
下
ま
で
ビ
シ
ョ
ビ

シ
ョ
に
な
り
な
が
ら
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
ヤ
マ
メ
を
つ
か
ん
で

い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
つ
か
ま
え
た
ヤ
マ
メ
を
塩
焼
き

に
し
味
わ
っ
た
ほ
か
、
地
元
の
山
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
焼
肉
や
ソ
ー
メ
ン
流
し
で
お
な
か
を
満
た
し
ま
し
た
。

か
み
く
の
桃
源
郷
は
、

自
然
観
察
遊
歩
道
、
キ

ャ
ン
プ
場
、
コ
テ
ー
ジ
、

食
堂
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
家
族
や
友
達

と
と
も
に
川
遊
び
や
森

林
浴
、
も
み
じ
狩
り
な

ど
四
季
折
々
の
大
自
然

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

体体体体
力力力力
づづづづ
くくくく
りりりり

加
茂
町
南
加

茂
の
貴
船
神
社

で
、
夏
の
神
事

「
鎮
火
祭
」
が
厳

粛
な
雰
囲
気
の

中
、
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
神
事
は
、

南
加
茂
の
夏
祭

り
と
し
て
、
氏

子
や
地
元
住
民
ら
に
よ
る
み
こ
し
行
列
と
と
も
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
１
日
が
平
日
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
鎮
火
祭
は
１
日
に
、
み
こ
し
行
列
は
７
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
は
灯
ろ
う
の
明
か
り
で
ほ
の
か
に
照
ら
さ
れ
、

宮
司
ら
に
よ
る
湯
立
て
の
神
事
や
神
道
護
摩
行
事
、

南
加
茂
貴
船
神
社
神
楽
社
中
に
よ
る
夜
神
楽
奉
納
な

ど
の
後
、
参
拝
者
は
、
清
め
ら
れ
た
炭
火
の
上
を
素

足
で
歩
く
「
火
渡
り
」
で
、
火
に
対
す
る
感
謝
と
火

災
除
け
を
願
い
ま
し
た
。

ま
た
貴
船
神

社
に
は
、
樹
齢

800
年
以
上
と
い

わ
れ
、
県
の
天

然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る

シ
イ
の
木
も
あ

り
ま
す
。

木
次
町
の
小
川
上
自
治
会
（
石
原
太
千
男
会
長
）
の

み
な
さ
ん
が
、
木
次
線
を
走
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
地
域

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

「
最
近
は
、
自
治
会
近
く
の
木
次
線
を
走
る
列
車
に

乗
る
機
会
も
少
な
い
。
昭
和
30
年
か
ら
自
治
会
内
の
親

睦
行
事
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
ぜ
ひ
、
乗
っ
て
み

よ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ
た
今
回
の
親
睦
行

事
。
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
大
雨
で
し
た
が
、
出
発
前
の

午
前
10
時
に
は
天
候
が
回
復
し
、
自
治
会
内
の
45
名
が

列
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

普
段
、
列
車
に
乗
る
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、

運
転
席
隣
り
に
陣
取
り
、
列
車
の
運
転
手
気
分
を
楽
し

ん
だ
り
、
心

地
よ
い
風
を

受
け
な
が
ら

お
や
つ
を
食

べ
た
り
し
な

が
ら
、
列
車

の
旅
を
楽
し

み
ま
し
た
。

来
年
で
90

年
を
迎
え
る

木
次
線
。
み

な
さ
ん
も
ぜ

ひ
乗
っ
て
み

て
、
そ
の
歴

史
を
感
じ
て

み
て
く
だ
さ

い
。

8／ 14

納納納納
涼涼涼涼
トトトト
ロロロロ
ッッッッ
ココココ
列列列列
車車車車
にににに
乗乗乗乗
っっっっ
てててて

7／ 31

やややや
まままま
めめめめ
祭祭祭祭
りりりり

8／ 16

7／ 19
み
ん
な
集
ま
れ
！ 

み
ん
な
集
ま
れ
！ 

み
ん
な
集
ま
れ
！ 

赤赤赤赤
ちちちち
ゃゃゃゃ
んんんん
くくくく
らららら
ぶぶぶぶ
♪♪♪♪

相
撲
を
通
じ

相
撲
を
通
じ
て 

相
撲
を
通
じ

相
撲
を
通
じ
て 

相
撲
を
通
じ
て 

8／ 1

清
流
清
流
の
里
で 

清
流
清
流
の
里
で 

清
流
の
里
で 

7／ 21

幻
想
的

幻
想
的
な
水
面
水
面
に
手
を
合

手
を
合
わ
せ 

幻
想
的

幻
想
的
な
水
面
水
面
に
手
を
合

手
を
合
わ
せ 

幻
想
的
な
水
面
に
手
を
合
わ
せ 

灯灯灯灯
ろろろろ
うううう
流流流流
しししし

厳
粛
厳
粛
な
中
で 

厳
粛
厳
粛
な
中
で 

厳
粛
な
中
で 

貴貴貴貴
船船船船
神神神神
社社社社
鎮鎮鎮鎮
火火火火
祭祭祭祭

【
問
】
か
み
く
の
桃
源
郷
管
理
事
務
所

０
８
５
４
・
４
７
・
０
２
１
７
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遥希くん（三刀屋町須所） 
はる き 

平成16年9月12日生まれ 

はるちゃん大好き 

三浦晋さん・祐子さんのお子さん 

一花ちゃん（大東町養賀） 
いち か 

平成16年9月2日生まれ 

1歳おめでとう。一花の
笑顔がみんなを笑顔に
してくれるよ 

鳥谷健二さん・朱希さんのお子さん 

航希くん（掛合町入間） 
こう き 

平成16年9月15日生まれ 

航ちゃんが笑うと、みん
なも笑うよ　大好きだ
よー!!

松村直樹さん・知子さんのお子さん 

虎之介くん（大東町下佐世） 
とら の すけ 

平成16年9月11日生まれ 

わが家のアイドル“トラ
ちゃん”です。色が白く
てとってもかわいいで
す 

林健さん・美里さんのお子さん 

真彩ちゃん（木次町木次） 
ま あや 

平成16年9月19日生まれ 

どんなときでも唇に歌を！
心に太陽を！　そして、
その笑顔を忘れないで 

飯石敏之さん・知恵さんのお子さん 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで9月6日（火）
までに情報政策課へお願いします。 
【お問い合わせ先】情報政策課 　 0854―40―1015 
E-Mail:jyouhouseisaku@city.unnan.shimane.jp

（平成16年10月生まれ） （平成16年10月生まれ） （平成16年10月生まれ） 

（敬称略）

島根県スポ・レク祭が県内各地で開催され、雲南市内では、大東町で
「年齢別バドミントン」が、三刀屋町で「グラウンドゴルフ」、「ソフトバ
レー」がそれぞれ行われました。

第17回 島根県スポーツ・レクリエーション祭

■ところ　大東町民体育館

30歳以上女子ダブルスの部
優　勝　石川喜久美、山根千晶（出雲市）

準優勝　錦織陽子、曽田美由紀（雲南市）

3 位　安部利佳、渡部順子（雲南市）

30歳以上男子ダブルスの部
優　勝　小山誠二、白築輝二（雲南市）

準優勝　矢田眞悟、飯田和義（出雲市）

3 位　山本　司、神庭良二（雲南市）

50歳以上男女混合ダブルスの部
優　勝　持田　明、佐藤紀子（出雲市）

準優勝　門脇春行、安田はる子（雲南市）

3 位　曽田祐治、狩野幸子（雲南市）

年齢別バドミントン

■と　き　7月31日　　　■ところ　クラシック島根カントリークラブ
個人の部
優　勝　竹下　三郎（誉チーム）
準優勝　藤原　清一（佐中体協Ａチーム）
3 位　片石　國久（松笠体協チーム）

団体の部
優　勝　郡里チーム
準優勝　誉チーム　
3 位　佐中体協Ａチーム

第10回 掛合町ゴルフ大会

■ところ　明石緑が丘公園
団体の部
優　勝　御衣黄クラブ（三刀屋町）
準優勝　湖陵町Ａ
3 位　大東チームＡ

個人の部
優　勝　藤原　晃（大東町）
準優勝　岡本　務（三刀屋町）
3 位　成相　卓雄（出雲市）
4 位　安部　巧（木次町）

グラウンドゴルフ

■ところ　三刀屋文化体育館アスパル
優　勝　大社Ｂ
準優勝　スーパーウェーブＡ（三刀屋町）
3 位　たんぽぽ（斐川町）、多伎パワーズA

ソフトバレー

13 12

ジェニファー・マクフィーラン ジェニファー・マクフィーラン 
Jennifer　Mcferran

ケイト・ネバンズ ケイト・ネバンズ 
Kate　Nevens

ロバート・ホーン ロバート・ホーン 
Robert　Horn

　市では、今年8月から新しい3人のＡＬＴを迎えました。 
　ＡＬＴは、市内の小学校や中学校への語学指導をしたり、市内の国際交流活動へ参加したりします。 

みな
さんへのメッセージ

みな
さんへのメッセージみなさ

んへのメッセージみなさ
んへのメッセージ

　国際交流員は、みなさんの自治会やサークルなどのグループで、交流希望
があれば派遣し、地域の国際交流事業として、スピーチや意見交換なども行
ないます。 
　ロジャーさん、ヒメネさん、カースティンさんの派遣を希望される場合は
政策企画部国際交流室（　0854－40－1014）までお問い合わせください。 

　雲南市では、国際化の推進、外国語教育の充実及び国際相互理解の増進を目的に、外国青年招致事業により3人の国際交
流員（CIR）を配置しています。 
　今年8月からジャネル・ヒメネズさんとカースティン・マクガリティさんの2人を新たな国際交流員として迎えました。 

ジャネル・ヒメネズ

 
読書、カラオケ、写真撮影、旅行、音楽・映画鑑賞、サッカー観戦な
どです。書道や盆栽もはじめたいです。 

 
とてもきれいなところです。私の国では見知らぬ人にはあまり
声はかけませんが、みなさんがあいさつしてくれ、うれしいです。 

 
やさしくて、おもしろくて、いつも元気な人です。 

趣　味 

雲南市の印象 

理想の男性像 

カースティン・マクガリティ ジャネル・ヒメネズカースティン・マクガリティ 

 
テニス、柔道。初めて日本に来た時、柔道部に入り、黒帯を習得し
ました。これからは、合気道や日本料理にも挑戦したいです。 

 
大きい街と違って、緑があり、山と川があり、すがすがしい感じが
します。四季折々の風景が楽しみです。 

 
やさしくて、ユーモアがあって、夢を持っている人。料理が上手な人がいいです。 

趣　味 

雲南市の印象 

理想の男性像 

【生年月日】 
1983年 
9月13日生まれ（21歳） 
【出身】 
アメリカ・グアム出身 
【趣味】 
音楽鑑賞、ギター、 
ダンス、カメラ 

　「雲南市のみなさんにお会いするのを楽し
みにしています。子どもたちやみなさんと英
語で話すことが待ち遠しいです。また、太鼓や
書道も習いたいですが、難しそうですね！」 

【生年月日】 
1982年 
10月19日生まれ（22歳） 
【出身】 
イギリス・ノーウィッチ出身 
【趣味】 
旅行、テニス、 
読書、カメラ、 
音楽鑑賞 

「雲南市に住めて光栄です。早く、日本語を学
び、祭りへ参加したり、太鼓を学んだりしたい！
また、日本中を旅したいです。」 

【生年月日】 
1978年 
12月27日生まれ（26歳） 
【出身】 
イギリス・ウェンドバー出身 
【趣味】 
スポーツ全般、 
スキー、音楽鑑賞、 
旅行、読書 

　「日本の文化文化を学び、日本語本語をしゃべれるように
なりたいです。また、日本の有名有名な場所場所も訪ねた
いです。雲南市のイベントや事業に参加参加・協力協力し
たいです。それと絶対絶対、太鼓は太鼓は学びたいです。」 

　「雲南市のみなさんにお会いするのを楽し
みにしています。子どもたちやみなさんと英
語で話すことが待ち遠しいです。また、太鼓や
書道も習いたいですが、難しそうですね！」 

「雲南市に住めて光栄です。早く、日本語を学
び、祭りへ参加したり、太鼓を学んだりしたい！
また、日本中を旅したいです。」 

　「日本の文化を学び、日本語をしゃべれるように
なりたいです。また、日本の有名な場所も訪ねた
いです。雲南市のイベントや事業に参加・協力し
たいです。それと絶対、太鼓は学びたいです。」 

1981年10月7日生まれ（23歳） 
アメリカ・インディアナポリス出身 

1982年11月9日生まれ（22歳） 
イギリス・マージサイド出身 

JANELLE　JIMENEZKIRSTEN　MCGARITY

とき 7月10日



◎
国
土
調
査
事
業
功
労
表
彰

雲
南
市
顧
問
　
田
中
豊
繁
　
（
木
次
町
寺
領
）

永
年
に
わ
た
り
国
土
調
査
協
会
の
役
員
と
し

て
、
国
土
調
査
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
全
国
国
土
調
査
協
会
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

最
近
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
虚
偽
の
届
出

を
す
る
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
10

月
１
日
よ
り
住
民
異
動
届
出
を
さ
れ
る
際
に
、

窓
口
に
届
書
を
持
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の
本
人
確

認
を
実
施
し
ま
す
。

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
証
明
書

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

聞
き
取
り
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
該
当
の
月
の
翌
月

末
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

給
付
の
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
思
わ
ぬ

事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
給

付
や
生
計
を
維
持
し
て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
遺
族
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、
月

額
1
3，
5
8
0
円
で
す
。

納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
国
民

年
金
保
険
料
の
支
払
を
忙
し
く
て
つ
い
う
っ
か

り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
を
し
な
い
た
め
に
も
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
は
口
座
振

替
早
割
制
度
が
始
ま
り
、
金
額
的
に
も
さ
ら
に

お
得
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
、
１

か
月
の
保
険
料
額
は
、
40
円
お
得
な
1
3，
5

4
0
円
と
な
り
ま
す
。

従
来
か
ら
の
口
座
振
替
で
は
、
翌
月
末
に
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、
早
割
制
度
で
は
該
当
月

の
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
で
の
手
続
き
の
都
合
か
ら
、

引
き
落
と
し
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
届
出
を
さ
れ
た
初
回
の
引
き
落

と
し
に
限
り
、
２
か
月
分
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

方
法
に
は
半
年
（
又
は
１
年
）
分
ま
と
め
て
払

う
前
納
制
度
が
あ
り
、
前
納
割
引
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
保
険
料
を
10
月
末
ま

で
に
（
あ
る
い
は
４
月
か
ら
９
月
分
を
４
月
末

ま
で
に
）
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
め
る
と
、
本

来
の
保
険
料
額
８
１，
４
８
０
円
の
と
こ
ろ
８

０，
８
２
０
円
と
な
り
６
６
０
円
の
割
引
で
す

が
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
8
0，
5
5
0
円
と
な
り
９
３
０
円

の
お
得
と
な
り
ま
す
。

1
年
間
の
口
座
振
替
前
納
で
は
、
本
来
の
保

険
料
額
１
６
２，
９
６
０
円
の
と
こ
ろ
が
１
５

９，
５
４
０
円
と
な
り
3，
4
2
0
円
の
お
得
と

な
り
ま
す
。（
※
平
成
17
年
度
保
険
料
額
表
示
）

平
成
17
年
10
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
前
納
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
９
月
20
日
ま
で
に
社
会

保
険
事
務
所
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー
総

合
調
整
課
又
は
市
役
所
市
民
生
活
課
、
一
部
の

金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
納
め
て
、
年
金
受
給
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

７
月
の
広
報
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

９
月
の
古
紙
回
収
事
業
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
吉
田
町
、
掛
合
町
の
古
紙
回
収
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。

①
品
目
ご
と
に
紐
で
く
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
１
絡
み
は
１０
㎏
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
持
ち
出
し
は
当
日
の
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
持
ち
出
し
当
日
は
公
民
館
の
協
力
に
よ
り
、

集
積
ボ
ッ
ク
ス
の
鍵
は
開
け
て
お
り
ま
す
。

※
少
量
の
新
聞
、
雑
誌
は
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
し

て
出
す
こ
と
（
ゴ
ミ
の
分
別
表
に
記
載
）
も

で
き
ま
す
が
、
普
段
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
内
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌
類
・
新
聞
紙
・
広
告
チ
ラ

シ
は
な
る
べ
く
古
紙
回
収
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
ま
わ
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

ま
た
は
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

更
生
医
療
と
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基

づ
き
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
障
害
を
軽
減
ま

た
は
除
去
す
る
医
療
へ
の
自
己
負
担
軽
減
措
置

で
す
。

更
生
医
療
は
、
福
祉
医
療
よ
り
優
先
さ
れ
る

制
度
で
す
が
、
更
生
医
療
の
利
用
後
、
な
お
、

自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合
は
、
福
祉
医
療
を

あ
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
更
生
医
療
の
対
象
と
な
る
代
表
医
療
の
例

肢
体
障
害
、
人
工
関
節
置
換
術
、
心
臓
・
じ

ん
臓
障
害
、
バ
イ
パ
ス
術
、
人
工
弁
置
換
術
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
み
術
、
人
工
透
析
な
ど

◎
申
請
に
つ
い
て

申
請
に
は
、
更
生
医
療
指
定
機
関
の
医
師
の

意
見
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
医
療
機
関
ま
た
は
、
各
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
長
寿
障
害
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

０
８
５
２
・
２
２
・
６
６
９
５

９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
「
老
人
週
間
」

期
間
中
、
県
内
に
在
住
で
、
年
内
に
65
歳
以
上

に
な
る
方
（
昭
和
15
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
を
対
象
に
、
次
の
県
立
施
設
が
無
料

入
館
と
な
り
ま
す
。

●
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

●
島
根
県
立
三
瓶
自
然
館
「
サ
ヒ
メ
ル
」

●
島
根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
「
ゴ
ビ
ウ
ス
」

●
島
根
県
花
振
興
セ
ン
タ
ー
「
し
ま
ね
花
の
郷
」

●
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
資
料
館

●
島
根
県
立
美
術
館

※
開
館
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
各
施
設
へ
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
館
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
等
年
齢
の
確

認
出
来
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
４

商
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
に

つ
い
て
は
、
計
量
の
適
正
、
安
全
を
確
保
す
る

た
め
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
法
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
大
東
町
・
加
茂
町
・
木
次
町
が
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
下
記
の
日
程
で
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
受
検
さ
れ
る
方
は
、
は
か
り
、
印

鑑
、
手
数
料
を
ご
持
参
の
上
、
対
象
地
区
の
検

査
会
場
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

更
生
医
療
給
付
制
度
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
〜

老
人
の
日
・
老
人
週
間

〜
県
立
施
設
の
無
料
入
館
に
つ
い
て
〜

平
成
１７
年
度

特
定
計
量
器
定
期
検
査
に
つ
い
て

●
市
報
う
ん
な
ん
8
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

10
ペ
ー
ジ
雲
南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
委
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

（
誤
）（
任
期：
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
）、（
委
員
名：

速
水
広
子
さ
ん
、
藤
原
弘
子
さ
ん
）

↓

（
正
）（
任
期：

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
）、（
委
員
名：

速
水
弘
子
さ
ん
、
藤
原
広
子
さ
ん
）

お詫びと訂正

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住
民
異
動
届
出
人

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
納
付
は

口
座
振
替
（
早
割
）
が
お
得
で
す

国民健康保険料の料率が決まりました

お問い合わせ　市民部市民生活課　 0854－40－1031

7月21日、雲南市国民健康保険運営協議会が開催され、平成17年度の国民健康保険料が決定されました。料率
の内容は次のとおりです。この料率に基づき、17年度の保険料の本算定を行います。

保険料は、前年中の所得額に応じ、均等割、平等割について、7割・5割・2割の軽減が摘要となる場合があります。

国民健康保険料（医療分）

○所得割 7.63％　○資産割 33.82％　○均等割 24,000円　○平等割 23,780円

国民健康保険料（介護分）

○所得割 1.05％　○資産割 7.82％　○均等割 6,500円　○平等割 4,330円

平成17年度

大 東 町  

持ち出し日  

9月18日（日） 

9月11日（日） 

加 茂 町  
 

木 次 町  

三 刀 屋 町  

持 ち 出 し 場 所  

回収品目：古紙（ダンボール・雑誌類・新聞紙・広告チラシ） 

大東町体育文化センター、春殖公民館、駅前公民館、 
幡屋リサイクルボックス、佐世公民館、西阿用個人倉庫、 
阿用公民館、下久野リサイクルボックス、久野公民館、 
海潮公民館、須賀リサイクルボックス、塩田公民館 

自治会の指定場所 

日登公民館、斐伊体育館、西日登公民館、温泉公民館、 
雲南市役所職員駐車場 

三刀屋メインセンター、一宮公民館、飯石公民館、 
鍋山公民館、中野公民館、根里振興会館 

13日（火） 

木次・下熊谷・斐伊 

木次公民館 

10：00 
～ 

12：00

12日（月） 8日（木） 7日（水） 6日（火） 

木 次 町  大 東 町  
加茂町 
全　域 日　登 

日　登 
公民館 

13：00 
～ 

13：30

西日登 
上熊谷 
 西日登 

公民館 

11：00 
～ 

11：30 
 

温　泉 

温　泉 
公民館 

10：00 
～ 

10：30

大　東 

大東ドーム 
Ｊ　　Ａ 
海潮支所 

Ｊ　　Ａ 
久野支所 

Ｊ　　Ａ 
阿用支所 

春　殖 
（駅前含む） 

 
 

佐世・幡屋 海　潮 久　野 
 

阿　用 

ＪＡ出雲大東統括支所 
米倉庫 

13：00 
～ 

15：00

10：00 
～ 

11：00 
 

14：30 
～ 

15：30 
 

13：30 
～ 

14：00

11：00 
～ 

11：30 
 
 

検査 
時間 

14：00 
～ 

15：30 
 

13：00 
～ 

15：30

10：00 
～ 

12：00

13：00 
～ 

15：30

5日（月） 9月 

対象 
地区 

ラメール 
検査 
会場 

10：00 
～ 

12：00 
 

13：00 
～ 

15：30

■
平
成
１７
年
度 

特
定
計
量
器
定
期
検
査
日
程 

15 14



17 16

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
５
４

木
次
町
で
は
昭
和
48
年
よ
り
、「
健
康
の
町

木
次
さ
く
ら
の
会
」
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
会
で
は
木
次
町
の
花
木
で
あ
っ
た

「
さ
く
ら
」
と
「
つ
つ
じ
」
を
愛
す
る
心
を
広

く
皆
さ
ん
へ
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
現
在
会

員
400
名
で
さ
く
ら
や
つ
つ
じ
の
保
存
・
育
成
・

普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
雲
南
市
誕
生
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

木
次
町
が
行
っ
て
き
た
「
日
本
一
の
さ
く
ら
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
市
へ
引
き
継
ぎ
、
そ
の

活
動
を
雲
南
市
全
域
へ
展
開
す
る
目
的
で
、
先

般
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
会
の
名
称
を

「
雲
南
市
さ
く
ら
の
会
」
と
し
、
市
全
域
へ
広

く
会
員
を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

会
長
　
田
中
豊
繁
（
雲
南
市
顧
問
）

会
員
数
400
名
（
平
成
17
年
８
月
現
在
）

■
事
業
内
容

「
さ
く
ら
」
と
「
つ
つ
じ
」
へ
の
施
肥
、
病

害
虫
害
防
除
、
整
木
、
植
栽
、
さ
く
ら
の
ま
ち

Ｐ
Ｒ
な
ど

■
会
　
　
費

年
額
１
口
　
１，
０
０
０
円

●
本
会
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
、
雲
南
市

が
行
う
「
日
本
一
の
さ
く
ら
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
推
進
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

●
新
会
員
で
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
会
員
口
数

に
よ
り
さ
く
ら
の
苗
木
を
無
償
で
配
布
し
ま

す
。
１
口
＝
苗
木
１
（
１
回
限
り
）

●「
さ
く
ら
」「
つ
つ
じ
」
に
関
す
る
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
管
理
方
法
等
の
講
習
会

の
開
催
も
計
画
し
ま
す
。

※
会
員
に
は
個
人
会
員
や
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ

で
も
登
録
で
き
ま
す
。

ご
入
会
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

産
業
振
興
部
商
工
観
光
課
ま
で
。

政
策
企
画
部
政
策
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
１
１

ま
た
は
、
一
畑
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

０
８
５
２
・
２
０
・
５
２
５
２

９
月
か
ら
高
速
バ
ス
・
松
江
〜
福
岡
間
の
昼

行
便
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

【
廃
止
便
】

●
松
江
駅
9
時
３０
分
発
　
北
九
州
行
き

●
西
鉄
天
神
バ
ス
セ
ン
タ
ー
9
時
１０
分
発

松
江
駅
行
き

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
乗
り
場
（
加
茂
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
・
三
刀
屋
サ
ン
ラ
イ
ン
前
・
掛
合
）

に
つ
い
て
も
、
昼
行
便
は
発
着
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
夜
行
便
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り

運
行
さ
れ
ま
す
。

境
税
関
支
署

０
８
５
９
・
４
２
・
２
２
２
８

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
際
、
上

陸
港
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど

●
外
地
の
集
結
地
で
総
領
事
館
、
日
本
人
自
治

会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
で
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

返
還
の
お
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り
で
な

く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。
お
心
当
た

り
の
方
は
、
境
税
関
支
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
内
児
童
女
性
相
談
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

巡
回
女
性
相
談
が
、
松
江
地
方
法
務
局
雲
南

支
局
の
特
設
人
権
相
談
に
併
せ
て
行
わ
れ
ま

す
。相

談
は
無
料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
の
で
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
雲
南
地
区
巡
回
女
性
相
談
】

●
9
月
9
日
（
金
）

10
時
〜
15
時

吉
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
町
）

●
9
月
１４
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
お
ぎ
（
大
東
町
）

●
9
月
２９
日
（
木
）

９
時
〜
13
時

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
・
別
館
２
階
（
掛
合
町
）

出
雲
児
童
相
談
所

０
８
５
３
・
２
１
・
０
０
０
７

ま
た
は
、
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

雲
南
地
区
定
期
巡
回
児
童
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
雲
南
地
区
児
童
相
談
】

●
9
月
２１
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
出
雲
児
童

相
談
所
か
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室
を
と
お
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
雲
南
市
さ
く
ら
の
会
」

入
会
の
お
願
い

雲
南
地
区
巡
回女

性
相
談
の
お
知
ら
せ

定
期
巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

高
速
バ
ス
「
松
江
〜
福
岡
」

昼
行
便
の
廃
止
に
つ
い
て

第1回島根県雲南市「永井隆平和賞」発表式典 
［場所］三刀屋文化体育館「アスパル」　［時間］13時～16時30分 
［内容］①全国から応募のあった「愛」と「平和」に関する作文・小論文の入賞者表彰及び朗読 
　　　②雲南市立飯石小学校の平和教育実践発表 
　　　③記念講演　講師：文化庁文化部長　寺脇　研さん 

ヒロシマ・ナガサキ原爆写真パネル、被爆資料の展示 
［場所］三刀屋文化体育館「アスパル」　［時間］9時～17時 

市民サークルによる「愛」と「平和」をテーマとした作品展示 
［場所］三刀屋文化体育館「アスパル」［時間］9時～17時（12日は13時まで） 

雲南市人権センター主催「人権啓発パネル」展示 
［場所］三刀屋文化体育館「アスパル」［時間］9時～17時 

第10回永井隆記念　明石高原平和ロードレース大会 
［場所］明石緑が丘公園（三刀屋町坂本）［時間］10時30分～ 

映画「Little Birds」－イラク  戦火の家族たち－　上映 
［場所］チェリヴァホール　［時間］①10時～　②13時～　③16時～ 
［料金］前売1,000円、当日1,200円 

9月 
 

10月 
 

　雲南市では、９～１０月を「雲南市・愛と平和の教育推進月間」としてさまざまなイベントを企画しています。
戦後６０年を迎えた今年、「愛」と「平和」について見つめなおしてみませんか。 

22日（木）～ 
26日（月）　 

9日（金）～ 
12日（月）　 

11日（日） 

16日（日） 

9日（金）～ 
11日（日）　 

10日（月） 

平成17年国勢調査 

【応募資格】雲南市内在住・在勤・在学の小学生以上の方 
【応募方法】 
・官製ハガキによる場合 
裏面に、「答え」、「住所」、「氏名」、「郵便番号」、「電話番号（連絡先）」を記入の
上、下記まで郵送ください。 
・インターネットによる応募の場合 
雲南市ホームページ上の「雲南市人口予想クイズ」より応募ください。 
　※なお、応募はいずれかの方法により1人1回限りとさせていただきます。
【賞　　品】 
・ズバリ賞…20,000円相当の賞品（正解者全員） 
・1等賞…… 5,000円相当の賞品（2名） 
・2等賞…… 3,000円相当の賞品（2名） 
・3等賞…… 2,000円相当の賞品（2名） 
・残念賞…… 図書カード　　　　（15名） 
【応募締切】 
・官製ハガキによる場合…平成17年10月31日（月）（当日消印有効） 
・インターネットによる応募の場合…平成17年10月31日午後5時までに到着した
ものに限ります 

【当 選 者】 
　平成17年国勢調査に基づき、島根県が発表する速報値により決定します。ズバ
リ賞は正解者全員に、1等賞、2等賞、3等賞は正解に近い順に各2名とし、同一の
場合は抽選とします。また、残念賞は応募者の中から15名を抽選により決定します。 
※当選発表は、賞品の発送をもって替えさせていただきます。（平成18年1月頃）
【応 募 先】 
〒699－1392　雲南市木次町木次1013－1 
雲南市政策企画部情報政策課　人口予想クイズ　係 
【そ の 他】応募に係る個人情報は、本懸賞以外の目的では使用いたしません。 

《参考》 
 
国勢調査年次 

平成2年

平成7年

平成12年

人口総数 

49,612人

48,248人

46,323人

★
本
会
の
概
要

★
入
会
さ
れ
る
と
…



◆ 
 
 
 
◆ 
◆ 
◆ 
 
◆ 
◆ 
◆ 
◆ 

受講期間 
 
 
 
受講期間 
対 象 者  
講習内容 
 
受 講 料  
会 　 場  
定 　 員  
応募締切 

　昨年たいへんご好評いただいた「銅鐸の響き　加茂
弥生まつり」を今年も下記の日程で開催することとなり
ました。 
　この祭りは「銅鏡」「銅鐸」など『弥生』をイメージした
オリジナリティー溢れる祭りとして、地域の魅力を再発見
し、誇りを感じることをめざし開催するものです。 
　「弥生村」での古代体験、手作りの古代食でみなさ
んをお迎えします。そのほかイベント盛りだくさんですので、
みなさんのご来場お待ちしています！ 

　初代出雲愛之助により完成され唄い継がれた出雲追
分の優勝大会です。全国の唄い手のすばらしい演奏を
堪能できます。 

　加茂スポーツクラブでは、加茂町出身の元オリンピ
ック選手（ロサンゼルス五輪水泳競技自由形）坂本
弘さんによる水泳教室を開催しました。坂本さんによ
るメドレー（バタフライ・背泳ぎ・平泳ぎ・クロール）のデ
モンストレーションが行われ、「楽しく泳いで長く続けて
ほしい！」と児童にメッセージを送りました。 
　この教室に小学1～6年生までの児童33名が参加。
坂本さんはひとり一人に声をかけ丁寧にアドバイスをし
ました。 

10月11日（火）～24日（月）（土・日曜日
を除く）10日間 
※最終日（24日）には事業主との合同面
接会を予定しております。 
おおむね午前9時から午後5時頃 
60歳代前半で就業意欲のある方 
給与計算、簿記の基本、ビジネスマナー、
インターネットとメール等 
無料 
JA雲南三刀屋統括支所 
15人（応募者の中から選考します。） 
9月26日（必着） 

　国道54号の飯南町花栗にある晴

雲トンネルは、昭和39年に完成した延

長1,120ｍのトンネルです。このトンネ

ルには、歩道が無いことから、歩行者

や自転車が通行される際には、「トン

ネル内に歩行者や自転車がいますよ。」

という注意を促す電光掲示板（写真1）

がトンネル入口とトンネル内に有ります。 

　歩行者や自転車で通行される方はトンネルに入る前には“通

行を示す”ボタン（写真2）を押して頂き、車両で通行される方は

電光掲示が表示されていれば、歩行者や自転車に注意を払って

通行して下さい。 

　9月23日から25日まで、雲南市木次町を舞台に
撮影合宿を行う「しまね映画塾」は、県内外から参加

する100名余りの塾生（スタッフ・キャスト）がグルー

プに分かれ、約10本のショートムービー作りにチャレ

ンジします。 

　その作品はチェリヴァホールでの上映会を経て、テ

レビ放映、インターネット配信、国内外の映画祭へ出

品するなど広く紹介されます。 

　期間中は木次町内各所で塾生が撮影を行います

ので、ご協力をお願いします。 

　また、映画塾作品に出演してみ

たい方は、チェリヴァホール事務室

までご連絡ください。3日間通して

参加できる方を優先して受け付け

ます。 

　“子どもたちに伝えたい！残したい！雲南の色・雲南の魅力”
をテーマに、雲南市・飯南町を会場に5回シリーズで開催します。 

参加申し込み締め切り　9月9日（金） 
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子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル　9：30～11：30 
　●12日（月）幡屋公民館　●15日（木）佐世公民館 
　●16日（金）地域福祉センターおおぎ 
　●20日（火）阿用公民館　●21日（水）久野公民館 
②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 
 
③子育て教室　9：30～11：30 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　1日（木）：子育て教室、　13日（火）：赤ちゃん教室 
④子育て相談　10：00～17：00 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　9日（金）　　※面接、電話どちらでも受け付けます。 
⑤子育てサロン「木馬」　9：30～15：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日 ・ 毎週木曜日 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

①保育所開放日　9：00～11：00 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日 
　●波多分園　　　　毎週木曜日 
 
開放日にあわせて・・・ 
　●  7日(水)『フィンガーペイティングをしよう』 
　●14日(水)『昼食試食会・子育て相談』 
　●21日(水)『ミニ運動会』 
②活動紹介　かけや夢の子園 
　●  8日(木)「おやつ試食会」15:00～16:00 
　●16日(金)「親子でおやつ作り」9:00～11:00

①活動紹介　 
　●  5日(月)　体を動かして遊ぼう！　●15日(木)　誕生会 
　●22日(木)　消防署へ行こう！　 
　●27日(火)　バス遠足・要予約・定員親子13組 
　●29日(木)　すくすく育児相談 

②出前保育 
　●10日(土)温泉公民館　●14日(水)西日登公民館 
　●21日(水)日登公民館　●28日(水)木次健康福祉センター 

③「同級生集いの日」  毎月第1・2・3火曜  ＊各年齢に応じたおはなし会 
　●  6日｢うさぎちゃん｣お弁当の日　●13日｢りすちゃん｣ 
　●20日｢ひよこちゃん｣ 

給食を希望される子供さんは、前日の16時までに予約してください。 

給食を希望される方は、当日の午前9時までに来てください。 
※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、 
　給食の試食ができる日は金曜日だけです。 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児
（有料）や未就園児のサークル活動（ぷちぴよ　くらぶ）、
園児・小学生のサークル活動などを行っています。　 
①活動紹介　いずれも10：00～（　）は参加費 
　● 2日(金)・9日(金)絵本の日 
　●19日(月)だんご作り要予約(100円) 
　●30日(金)ぶどう狩り要予約(100円) 
 

 
0854-42-9080　雲南市社会福祉協議会木次支部(力石、陶山) 

①活動紹介　9：30～11：30（参加費　一家族100円） 
　●  8日(木)日登公民館会場 
　●17日(土)高齢者コミュニティセンター会場 

親子でふれあいながら気軽に楽しい時間を過ごしませんか♪
①活動紹介　10：00～12：00 
　●27日(火)「絵本であそぼ♪」 
　　　　　　　計測、育児相談（1歳までの赤ちゃんと家族） 

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

吉田健康福祉センター　　0854-74-0215

あそぼう広場(１歳半から)「小麦粉粘土で遊ぼう！」 
あそぼう広場(１歳半から)「水と砂で遊ぼう！」 
　　　　　　　　　　　　　着替えを用意してください。 
赤ちゃん相談：赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など 
妊婦さん相談：妊婦さんの健康チェックや相談・指導など 
赤ちゃん広場（１歳半まで）「布のおもちゃで遊ぼう！」 
幼児健診・・計測､相談 

①子育て支援センター開設日　毎週月～金曜日 9：00～12：00 
　祝日はお休みです。 
②活動紹介　いずれも10：00～ 

●  2日(金) 
●  8日(木) 
 
●  9日(金) 
　  11：00～ 
●16日(金) 
●30日(金)

①活動紹介　10：00～11：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
　●7日、14日、21日、28日　※毎週水曜日 
　　参加費：100円（お茶代、活動費として） 

社協子育てサロン 

 

子育て相談 
（毎月第3水開放デーの日） 

子育てに関するどんな 
小さな悩みでもOK！ 

10月1日(土) 9:00～12:00 参加できる種目も用意しています。 
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雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

9月の休館日 毎週金曜日、19日（祝）29日（木）【図書整理日】 行事日程

今月のおすすめ

①トリイ・へイデン「霧のなかの子」
②福島　章

あきら

「子どもを殺す子どもたち」
③鎌田　實「それでもやっぱりがんばらない」

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

妻があと3ヵ月の命と知ったとき、夫
は何ができるだろう。術後から最期を迎
えるまでの11ヵ月間、がん性疼痛

とうつう

に苦し
められ、時に絶望しながらも自分と闘い
続けた妻の闘病記。

周
す

郷
ごう

顕
あき

夫
お

著

大自然に囲まれた農場暮らしは、人
を謙虚に、自由にしてくれる！。
楽園の土の上から寄せられる、優しく
つよいメッセージ、全50篇のエッセイ。

9月の休館日 毎週月曜日、20日（火）（振休）、23日（祝）、30日（金）【月末整理日】

行事日程 ★よみかたりのじかん毎週木曜日15：30～

1 2 3

新着の本（抄）

●横山秀夫「震度０
ゼロ

」

●篠田節子「ロズウェルなんか知らない」

●金原
かねはら

ひとみ「AMEBIC
アミービック

」

●樋口裕一
ゆういち

「頭がいい人、悪い人の〈言い訳〉術」

●小
お

栗
ぐり

左多里
さ　お　り

「母に習えばウマウマごはん」

●プラネット・リンク「もったいない」

●鎌田　実「それでもやっぱりがんばらない」

●藤田　晋
すすむ

「渋谷ではたらく社長の告白」

●栗原はるみ「私の大好きな野菜料理」

●和田裕
ひろ

美
み

「和田裕美の人に好かれる話し方」

●夏木まり「81－
マイナス

1」

●さくらももこ「ひとりずもう」

●西加奈子「さくら」

●金城
かねしろ

一
かず

紀
き

「SPEED
スピード

」

●島田荘司
そうじ

ほか「天に還
かえ

る舟」

●千葉真知子「豆乳おいしいレシピ」

●金森美也子「手袋いぬと靴下ざる」

●金容権
キムヨンゴン

「早わかり韓国を知る事典」

●桜庭
さくらば

雅文「図解ひと目でわかる！DNA」

●井沢由美子「作ってあげたいどんぶり」

●丹羽
にわ

兌
たい

子
こ

「子どもと楽しむおり紙あそび1、2、3」

●食べ物文化編集部　編

「子どもの脳は食から育つ」

●キム・ヨンヒョンほか「まんが大長今
テジャングム

1、2」

●スー・グラフトン「ロマンスのR
アール

」

●サラ・ダン「恋愛市場
しじょう

」

●後山
うしろやま

尚久
たかひさ

「女性と男性の更年期Q＆A」

●経沢
つねざわ

香
か

保
ほ

子
こ

「自分の会社をつくるということ」

●寺西恵里子｢3歳からのお手伝い｣

●かざまりんぺい「極上キャンプ」

●市町村自治研究会　編

「平成の市町村合併早わかりMAP
マップ

」

●タカコ・ナカムラ

「玄米・野菜のナチュラルレシピ」

●長岡市災害対策本部　編「中越大震災」

ほか

そして妻は『ハッピーっ』と言い遺
のこ

して逝
い

った

新着の本（抄）
●恩田陸「蒲公英草紙」
●宇江佐真理「たば風」
●宮部みゆき「孤宿の人」（上）（下）
●柳美里「雨と夢のあとに」
●伊坂幸太郎「死神の精度」
●諸田玲子「こんちき　あくじゃれ瓢六」
●市川拓司「世界中が雨だったら」

●北森鴻「瑠璃の契り」
●永井するみ「ビネツ」
●白石一文「私という運命について」
●小林信彦「本音を申せば」
●齋藤孝「雨ニモマケズ」
●朝日新聞自衛隊50年取材班

「自衛隊　知られざる変容」

●高橋哲哉「靖国問題」
●山陰中央新報社「山陰の海釣り」
●藤井正雄「お経がわかる本」
●香川まさひと「島根の弁護士」（２）
●吉本佳生

よしお

「金融広告を読め」 ほか

村山　由佳 著

楽園のしっぽ

★こぐまちゃんくらぶ

とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、紙芝居、

手遊びなど

★おはなしパーティ

9月4日（日）10時～11時20分
第1部　わらべうた遊び　　　10時～
第2部　おはなし会　　　　　10時25分～
第3部　ストーリーテリング　11時～

※途中からは入室できないことがありますので、開始時間まで
においでください。

21 20



日 月 火 水 

木 金 土 

4
11
18
25

5
12
19
26

3
10
17
24

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

6
13
20
27

7
14
21
28

◆　雲南市「永井隆平和賞」発表式典 
　（アスパル／13：00～） 
◆衆議院議員総選挙・最高裁判
所裁判官国民審査投票日 

◆　長編記録映画「粥川風土記」上映 
　（チェリヴァホール／10：00～） 
　【問】　0854-42-0445（内田まで） 

◆　予防接種（三種混合） 
（掛合健康福祉センター／13：30～） 
◆　断酒会 
（かもてらす／18：30～） 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県雲南保健所 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

 

◆　巡回女性相談 
　（掛合町まめなかセンター／9：00～13：00） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
　（掛合健康福祉センター／受付9：30～） 
◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　断酒会 
　（三刀屋農村環境改善センター／19:00～） 
◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 

◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　予防接種（三種混合） 
　（大東健康福祉センター／受付13：15～） 

◆　胃がん検診 
（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　予防接種（三種混合） 
　（木次健康福祉センター／受付１３:３０～） 

◆　基本健診・大腸がん検診 
　（雲南総合病院／8:30～） 
◆　断酒会 
　（大東町地域福祉センターおおぎ／19：00～） 

◆　胃がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール／10：00～11：30） 
◆　献血 
　（吉田ふるさとセンター前／９：30～11：30、
Ａコープよしだ店前／13：30～14：00、吉田
総合センター前／15：00～16：30、ナカバ
ヤシ（株）吉田工場前／17：30～18：30） 

◆　巡回女性相談 
　（大東町地域福祉センターおおぎ／10：００～15：00） 
◆　予防接種（三種混合） 
（かもてらす／受付13：00～） 
◆　基本健診・大腸がん検診 
　（雲南総合病院／8:30～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
　〔対象：木次、三刀屋、掛合、吉田〕 
　（木次健康福祉センター／受付1歳
6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール／10：00～11：30） 

◆　乳児健診 
［対象：大東・加茂］ 
（かもてらす／4か月13：00～、10か月13：45～） 
◆　胃がん検診 
　（松笠公民館／8:00～） 
◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　さわやかクラブ 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　転倒骨折予防教室 のびのびくらぶ 
　（大東健康福祉センター／9:30～） 
◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆　赤ちゃん相談 
　（木次健康福祉センター／9:30～） 

◆　胃がん検診 
　（日登メインセンター／受付8：00～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　サンサン教室 
　（入間公民館／9：30～） 
◆　いきいき運動教室 
　（まめなかセンター／１3：3０～） 
◆　リフレッシュ教室  
　（三刀屋健康福祉センター） 

◆　老人クラブスポーツフェスティバル 
　（加茂中央公園ほか） 
◆　いきいき運動教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 

◆　巡回女性相談 
　（吉田ふるさとセンター／10：00～15：00） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
　（かもてらす／受付12：30～） 
◆　胃がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　妊婦・赤ちゃん相談  
　（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 

◆　知事広聴会 
　「みんなで語ろう島根の未来」 
　（吉田健康福祉ｾﾝﾀｰ／13:30～） 
◆　ラメールふれあい亭 
　（ラメール／14：00～） 
◆　しまね映画祭２００５ 

ｉｎチェリヴァホール 
　（チェリヴァホール／「サマリア」13:00～、
「復讐者に憐れみを」15:00～） 

◆　離乳食教室 
　（かもてらす／13：00～） 
◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 
◆　予防接種（三種混合） 
　（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール10：00～11：30） 

◆　南こうせつコンサート 
　（アスパル／19：00～） 
◆　巡回児童相談 
　（吉田健康福祉センター／受付10：００～15：00） 
◆　基本健診・大腸がん・前立腺がん検診  
　（西日登公民館／9：00～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 
◆　予防接種（三種混合）  
　（三刀屋健康福祉センター／13：00～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール／10：00～11：30） 

◆　第80回 大東陸上競技大会 
　（大東陸上競技大会／9:30～　25日まで） 

◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
（古代鉄歌謡館／20：00～） 
◆　ヨーロッパで活動する若き
アーティストによるコンサート 
  “a  a frontiere de limage” 
   ～幻影の境目で～ 
（ラメール／19：00～） 

◆　子宮がん・乳がん検診 
（かもてらす／受付9：0０～） 
◆　乳児健診 
［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
（三刀屋健康福祉センター／ 
　４か月13：00～、10か月１４：００～） 

◆　健診結果報告会・健康相談 
（掛合内集会所巡回） 

◆　年金相談所開設 
（木次町高齢者コミュニティーセンター
／10：00～12：00、13：00～15：00　
夫婦の年金手帳、年金証書、職歴書、
印鑑などを持参してください。【問】松
江社会保険事務所　0852-26-2800） 

◆　健診結果報告会・健康相談 
　（掛合内集会所巡回） 
◆　リハビリ交流会 
（大東健康福祉センター／9:30～） 
◆　離乳食教室 
　（木次健康福祉センター／受付9：00～） 

◆　雲南地区総合防災訓練 
（斐伊川河川敷ほか　8:40～） 

◆　基本健診・大腸がん 
・前立腺がん検診 

　（日登メインセンター／受付9：00～） 
◆　１歳６か月・３歳児健診 
　［対象：大東・加茂］ 
　（大東健康福祉センター／受付1歳
6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　TBG月例大会 
　（ふれあいの丘ＴＢＧ場／13：30～） 

◆　アルコールによる困りごと
相談 
（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 

◆　子宮がん・乳がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　赤ちゃんくらぶ♪ 
　（吉田健康福祉センター／10:00～12:00） 

◆　基本健診・大腸がん・前
立腺がん検診 

　（温泉サブセンター／受付9：00～） 
◆　予防接種（三種混合） 
　（大東健康福祉センター／受付１３：１５～） 
◆　交通事故巡回相談 
　（出雲市役所／9：00～15：00） 
　【問】交通事故相談所　　0852-22-5102 
 

◆　第６回みとや大学 
　（アスパル／13：30～） 
◆　断酒会 
　（木次町下熊谷地域福祉サブセンター
／19：00～） 

◆　第４回斐伊川秋桜レガッタ 
　（雲南市斐伊川特設コース／8：30～） 
◆　第16回出雲追分全国優勝大会 
　（ラメール／9:00～） 
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　7月22日から25日の3日間、アメリカの
コロラド州の高校生と教員コロラド州の高校生と教員15名が、雲南市名が、雲南市
を訪れ、市内各地でホームステイをしました。
これは、木次町国際交流協会（藤原政文会長）
や安来市のスワン国彩ネットワーク、雲南
市などが、今年はじめて実施したものです。 
　期間中、木次・三刀屋中学校の生徒との
交流会や市役所で速水市長との意見交換な
ども行い、交流を深めました。 

　7月22日から25日の3日間、アメリカの
コロラド州の高校生と教員15名が、雲南市
を訪れ、市内各地でホームステイをしました。
これは、木次町国際交流協会（藤原政文会長）
や安来市のスワン国彩ネットワーク、雲南
市などが、今年はじめて実施したものです。 
　期間中、木次・三刀屋中学校の生徒との
交流会や市役所で速水市長との意見交換な
ども行い、交流を深めました。 

　今年もにぎやかに大
東の七夕祭りが行われ
ました。浴衣、ハッピ
などの衣装で着飾った
子どもたちが、自分た
ちで作った短冊や提灯
を飾りつけた笹竹とと
もに町内を練り歩きま
した。 
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政策企画部　情報政策課

・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！

　
先
日
の
成
人
式
に
は
、次
世
代
を
担
う
新
成
人
の
み

な
さ
ん
が
集
い
ま
し
た
。こ
の
間
ま
で
中
学
生
だ
と
思

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、も
う
二
十
歳
。
時
が
た
つ
の

は
、早
い
も
の
で
す
。
た
と
え
都
会
に
出
て
も
、み
な
さ

ん
に
は
青
春
の
日
々
を
過
ご
し
た
こ
の„
ふ
る
さ
と
“を

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。▼
こ
の
夏
、ア
メ
リ

カ
の
高
校
生
が
雲
南
市
を
訪
れ
た
り
、こ
ち
ら
か
ら
ア

メ
リ
カ
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
っ
た
り
と
多
く
の
国
際
交

流
が
行
わ
れ
、両
国
の
さ
ら
な
る
友
好
関
係
を
築
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。以
前
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
外

国
人
が
「
日
本
庭
園
が
見
た
い
」
と
言
っ
た
の
で
、近
く

の
庭
園
を
訪
れ
ま
し
た
。そ
の
時
、こ
れ
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
身
近
な
庭
園
の
歴
史
・
特
徴
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。国
際
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
、自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
紹

介
す
る
時
、自
ら
も
そ
の
地
域
を
再
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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よ
み

季
節
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み

季
節
ご
よ
み

　夏の季語にも使用され、玉虫厨子で有名な玉虫。
最近見る機会は少なくなりましたが、きれいな色彩が
美しい虫です。 
 

「花見」 
恩田裕子さん（松江市） 
2005さくらフォトコンテストグランプリ作品 

タ
マ
ム
シ 

は
た
ち 

たまむしのずし 


